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真 説明写

●

アオウミガメ産卵・ふ化場造成指導

１．蓄養池（手前）から産卵場に上がる亀道工事

２．完成した亀道（勾配１／１０）

５．産卵場の囲い造り
●

４Ｊふ化場

５．産卵見張用小屋

６．完成した親ガメ蓄養池（手前）、産卵場とふ化場（右端）
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アオウミガメ増殖に関する生態的知見
●●●

１．産卵用親ガメ飼育池（満潮時）よしずは直日光を防ぐ毒ため

Ｚ同上（干潮時）

５．産卵に上陸したカメの這い跡と堀D跡（中央）

４．産卵個所（スコップ位置）と偽穴（右）

５．ふ化場、右下に湿度計

６発生の進んだ卵

Zふ化直前に死亡した仔ガメ（背甲板異常がみられる）

８．同上（盲）
●

９Ｌふ化仔ガメの飼育(こ用いた陸上プール（よしずで直射日光を防ぐ）

１０．垂下した餌に集まる仔ガメ

１１．衰弱した仔ガメ

１２放流前の仔ガメ
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アオウミガメ産卵・ふ化場造成指導

西村和久

（大島分場）

はじめに

戦前の小笠原においては支庁水産部力生体となり、アオウミガメの人工ふ化放流事業を行なっ

ていた。支庁は産卵場．ふ化場・親亀蓄養池を維持管理し、産卵期である６～９月にかけて、

漁業者に特別採捕させて親亀５０～５０頭を蓄養池に収容し、自然産卵した卵をとり、ふ化後

甲長６cjim位になるまで飼育し、毎年１，０００～２，０００頭の稚ガメを放流してきた。

この放流事業は大正２年より昭和１４年まで２９年間続き、この間に総数５８，９７１頭を放

流したが、第２次大戦のため中断し、現在に至っていた。今回、漁業者からアオウミガメの産

卵・ふ化場の建設と放流事業再開の要望が起り、小笠原漁協が建設すること凶なった。この産

卵・ふ化場建設について技術的指導を行なう機会を得たのでその概要を報告する。

この産卵・ふ化場造成にあたって事前に種々検討していたＮいた技術管理部倉田洋二主任研

究員、現地で産卵・ふ化場造成に協力いたＮいた小笠原支庁産業課林良夫水産係長、興洋船長

浅沼隆他乗組員一同に厚く御礼申し上げる。

北

巳

⑰

2．子備調査

産卵・ふ化場を造成するにあたり、亀道勾配（海面から産卵場所までの勾配をいう）ならび

に砂質が不明であり、まずこの点を解明の為に天然産卵場の調査を実施した。

調査地点は宮の浜・境浦～扇浦・小港・南袋沢・巽湾中海岸および東海岸・兄島滝之浦・南

島の９地点で、海岸の性状を調査すると共に、一部について亀道勾配の測量を実施した。

また海上より父島南崎・コペペ・初寝浦・東島・兄島万作海岸および玉名浜を視察し、父島

周辺の天然の産卵場の性状把握に努めた。

亀道勾配の求め方は、アオウミガメの産卵のための上陸が上げ潮から満潮時にかけててある

ことから、満潮線にあらかじめ目盛を記入した支柱を立て巻尺を用いて、支柱定位置（Ａ）か

らの平行線が砂浜と交わる位置（Ｂ）を読み取りＡ／Ｂにより算出した。砂質は産卵場で任意

に採集し丸川式砂泥淘汰器を用いて論分けした。この結果を表１に示した。

、

●
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表1．産卵場の亀道勾配と砂質

質（粒度組成）
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この結果と、他所の性状把握から亀道勾配は１ｍ／１０ｍとして設計を実施した。

次に砂は小港・南島等の白砂力浪好と考えられ⑰§、自然環境の保護という観点から概算１００㎡

の砂を採取する事に種と問題があり、止むなく現在支庁開発課が建築用に用いている扇浦より

採取すること＞した。

た冒し、扇浦は砂利の混入が多いので、産卵・ふ化場用の砂は選別して使用すること》した。

、

ａ指導の概要

１）産卵ならびにふ化事業の規模の算定

アオウミガメ１頭が上陸しての産卵数は１回７０～１４０粒であるので、平均１００粒

とした。

産卵回数は通常１シーズンに２回、たまに５回～５回の個体もあるが、蓄養中のカメの

なかには産卵しないものもあるので、産卵回数を1.5回とした。

したがって、採卵数は１０頭のカメを蓄養した場合１，５００粒（１００粒×１０頭×

１．５回）として計画した。

次に、卵のふ化率は８割を期待できるので、ふ化数１，２００頭、放流まで１ヶ月間の飼

育による歩留りを約８割として、放流予定を１，０００頭とし、以後の検討を行なった。

採卵から放流までの経過は表２のとおりである。

Ｐ

８

表２実施時期・期間
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表中、採卵．ふ化は陸上施設を利用し、飼育は二見港内に生賛を設置して、魚肉により１

ヶ月間行なうこと畠した。

飼育期間については、ふ化時１９５'のものが１ケ月で５０'前後に成長する予定であ

るが、ふ化椎ガメはすぐ放流した場合、魚類（モロコ等）による食害が著しいため、より

大型にして放流するほうが後の生残率は高いと考えられるが、飼育管理能力を考慮して、

最低期間の１ケ月とした。また、当初計画した投餌量は総体重の２割とした。

２）設計・工事仕様

設計図の作成に当っては前もって技術管理部で検討を加えると共に、現地で経験者から

の聞き取りを行なった。併せて、戦前小笠原支庁水産部が実施していたアオウミガメの産

卵・ふ化場について図１．２を参考にした。

まず、素案の作成に当っては、１頭のカメが上陸して産卵する場合、その上がりガメに

影響を与えずに産卵できる広さを１６z/23（４×４ｍ）とし、１０頭収容の場合一度に上が

るカメは最初５頭と仮定して巾１６ｍにした。また、蓄養池から産卵場所までの距離は５

～１０ｍの範囲で決定すること出した。

小笠原到着までに以上の構想を立て、現地を調査したところ次の２案があることが判っ

た。

Ｂ案では父島全体で不足気味の埋立用土砂の入手が困難なことユ面積が足りないこと、

更に工事の難しさ等からＡ案で設計作業を進めること>､した。
ヨグ

－－

2

■

表5．作業計画案
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埋立案（Ｂ案）陸岸利用案（Ａ案） 備考
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図１戦ＩＤの産卵場

平面図

何面図

Ｐ

図２．戦薊のふ化期
●

Ａ案での工事施行までには、土地借用の件について好余曲折があったが関東財務局より

４００”の土地を漁協が借用し、産卵場とふ化場を建設すること出した。

しかし、当初予定した１頭当り１６”の広さは敷地の面積並びに運搬する砂の量等から

困難であるので、１頭の産卵場所を９”（５×５ｍ）とし、亀道勾配は前述の１ｍ／１０ｍ

から産卵場の長さ１５ｍ、巾９ｍ、砂の深さ1.5ｍとした。

この案をもとに漁協で検討を加えたところ、漁業者は上がりガメは産卵終了後偽穴を堀

るので、産卵場所の奥行は５ｍ位必要であるとのことから図４に示すとおり、亀道１０ｍ、

産卵場所の奥行５ｍ、巾５ｍの５頭分９ｍとした。
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用地P&Wﾜ土質は造礁サンゴ篠の固い士で、シャベル等の人力では２０～５０醜埋り下げる

のがやっとであることから、ブルドーザーによる作業を予定した。

砂の使用量は産卵場所およびふ化場に1.5ｍの深さに、また亀道には０．３ｍの深さに砂

を入れるこいして、概算産卵場９４５７，３（産卵場所６７５７７１ｔ亀道２７７７f）・ふ化場

２２．５７７１３、合計１１７７７１３が必要であるので、小笠原での大型ダンプ延４０台を予定し、約

３Km離れた扇浦から運搬すること＞した。（ダンプならびにブルドーザーの使用について

は日曜日と限定されたため、機械力を日曜に集中して作業を行なった。）

上

け

今後の問題

1）特別採捕

親ガメ捕獲から稚ガメ放流までの戦前の方法は図５のとおりである。今回稚ガメ放流事業を

開始するに当っての親ガメ収容量は１０頭で計画したが、採卵の終了した親ガメの処理につい

ては戦前のように、採卵終了後、漁業者に引渡すか、それとも採卵終了後は海に放流するかで、

都庁水産課、小笠原支庁、同漁協での統一見解は得られなかった。

アオウミガメ資源の回復策としては後者が正論であるが漁業者に稚ガメ放流の意義を認識さ

せるためには、どうあるべきかを先ず検討すべきであろう。

４
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図４－１

アオウミガメ産卵・ふ化場設計図（平面図）
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アオウミガメ産卵・ふ化場設計図（断面図） 亀道勾配＝1／１０

肛柔協同組公

覗岳６m

唾五画１－f二三二二可
図５．戦前の椎ガメ放流事業模式図

２）管理面

戦前の支庁水産課は課長、技師５名、女事務員の計５名で構成され、産卵期には５名の技

師と漁協職員が交替で番小屋に詰め､夜中の１２時を交替時として見張りについたとのことで

あるが、現在支庁水産係は２名で興洋ならびに漁協の協力態勢如何によっては水産職員の常

駐がないので、かなり労働過剰になると考えられる。

更に技術的問題として、今後調査を要する事項は産卵期間中、１晩中見張りを置き、産み

出された卵をすぐに採集する必要があるのかどうか、ふ化時の問題としてはヤモリ・トカゲ

等の食害があるが、これは金網をかけることにより解決できると考えられるが、ふ化した稚

ガメが直射日光にどの位耐えられるかも不明な点で、曰の出前に生管に椎ガメを移動する必

要があるかどうか等Ar、これらの点の新知見が得られれば労働力はわずかで済むことになる

ので、今後、資料の積み重ねが必要である。

次に、ふ化椎ガメの飼育は二見港内に生費を設置して行なう計画であるが、戦前は室内で

の

●
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飼育を行なったとのことで問題は小さかったが、今後設置場所によっては台風時どのよう

な対策をたてるか富大きな問題であろう。また直射日光に対する抵抗力の問題もあり、設

置場所の選定については次回調査が予定されている。

５）放流

小笠原父島周辺で放流した稚ガメが鳥島や宮城県沖で再捕された事例があり、これらの

事例より推測すると、小笠原より北上して伊豆七島の豊富なテングサ類を餌料として成長

するものと考えられてきた。

しかし．この調査資料は極めて乏しく回帰期間は８～１５年と永いため、まだ推測の域

を出ていない。

椎ガメの行動をすべて北上型とみなしてよいかどうかも疑問であり、この場合小笠原へ

の産卵ガメはすべて南下群ということになる。しかし、小笠原より南へ下るとすると、こ

の群についての生態は全く不明であり、例えば図６に示すとおり、伊豆諸島とほ冨等距離

にあるマリアナ群島への小笠原産稚ガメの泪溢状況並びに同群島産稚ガメの小笠原への泪

溢および産卵泪溢をも検討する必要があろう。

■
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５あとがき

アオウミガメの資源保護対策として、今回産卵・ふ化場が建設された。事業規模は親ガメ

１０頭、放流予定稚ガメ１，０００頭というわずかな量であるが、昭和１５年以降中断してい

た保護対策の第一歩を踏み出したことは意義深いと考えられる。

しかし、このような人工放流は万単位での規模でないと効果の判定すら難しいが、現在の

二見港内に人力でこのような規模の産卵・ふ化場を建設することは経費面および労力面で単

協の能力を越えており、将来は公的機関での事業化が必要になろう。その前提として関係機

関相互の深い認識が必要であろう。

小笠原における天然の産卵場は今回の調査では、海岸への雑木の繁殖．玉石の露出等が目

立ち、また砂浜と言ってもその規模は極めて小さく、天然の産卵場として最適の条件にある

とは考えられない。

この悪い条件Iこもか凸わらず、昔は浜に多数の上がりガメがあったことは小笠原がアオウ

ミガメの産卵場として位置的には極めて適地にあることを証明している。

したがって、今後の繁殖保護の方法としては次の５点が考えられる。

①人工産卵・ふ化事業の実施

②天然産卵場の改造

③天然産卵場の保護（立入禁止等）

①の実施については、アオウミガメの生態、特に回iliF・産卵回帰放流効果等を明らかにす

るのが先決である。

②については産卵前に産卵場の清掃（流木・玉石・サンゴ石等）または大規模な砂の搬入

による人工的産卵場の造成等・産卵場に繁茂する海浜植物の伐採が必要である。

③については幾つかの方法が考えられる。小笠原は観光地として脚光を浴びる時代も以外

に早く来ると予測されるが、小笠原の観光は海を舞台として成り立つと考えられるので、観

光客と上がりガメとの競合が問題となろう。そこで、産卵期間中、夜間の砂浜への立入りを

禁止して、産卵した卵を他所に運搬して管理する方法や一定の砂浜を完全な保護区として立

入禁止にする方法等があるが、後者としては平島、南島などは良好な条件を具えていると考

えられる。

の

、

●
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アオウミガメの増殖に関する生態的知見

斎藤実・山峰達・倉田洋二・三村哲夫

（大島分場）（本場技術管理部）

ｎはじめに

小笠原漁業協同組合の産卵・ふ化場を用いて、放流用種苗を得る目的で親ガメを飼育し、採卵

･ふ化．仔ガメの飼育を行なった。この際に種々観察し得た親ガメの産卵行動・採卵・仔ガメの

孵化・飼育・放流等について得られた知見を報告する。

刀

､、

２調査および飼育方法

本調査の計画から放流までの一貫した方法は倉田の立案によった。調査員は次の期間、現地に

滞在した。

昭和４６年６月８日～７月２２日斎藤実

昭和４６年８月１０日～８月２７日山峰連

昭和４６年９月２２日～１０月２４日倉田洋二・三村哲夫

調査員の不在中の飼育管理については、小笠原支庁戸田主幹、夷塚副主幹、林水産係長、草処

技師、大島分場石川技師、興洋乗組員一同の協力による所が多い。記して感謝の意を表する。

S、調査結果

採卵用親亀の飼育池・産卵場・ふ化場・仔亀飼育池・

放流地点は図１のとおりである。

１）産卵用親ガメ

戦前どおり、産卵期に当る６，７月中に１５名の

漁業者が特別採捕の許可を得て、２０頭捕獲したも

のを用いた。採捕場所は聟島列島で１頭、父島列島

で１０頭、母島列島で９頭で、すべて上がりガメと

称する産卵に上陸したカメである。

親ガメの測定値は表１のとおり、曲背甲長懇９４
～１０５c〃、平均９８．４c瓜体重９６～１４７K,、

平均１２５Ｋ'である。

，

■

図１飼育・放流位置
●親ガメ飼育池産卵・ふ化場
□飼育池

×放流地点
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表－１産卵用親ガメの捕獲地と体型

曲甲巾捕獲地１曲背甲長

Ｉ
年月日

４６．６．１０

６．１１

〃

〃

〃

〃

〃

〃

６．２６

〃

〃

６．２７

６．５０

ス２

Ｚ９

〃

z１０

Ｚ１５

Ｚ１４

Ｚ１６ JTIJ（
２０：００

｡

マ

０
０
０
０
５
０
０
０
５
０
０
０

０
０
５
０
４
０
０
０
０
０
０
０

●
●
●
●
●
●
●
●
の
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

９
９
０
９
１
０
１
０
０
９
２
９

１
１
２
１
２
２
２
２
２
１
２
１

侭

色

２）産卵生態

（１）蓄養池内の親ガメの行動

蓄養池の位置は図１のとおり二見港の奥深く位置し、道路に近接し、約８５０ｍ離れて５階

建の都営アパートがある。また、対岸には湾岸道路があって自動車のへツドライトが直接産

卵場を照らす等、産卵場としての条件は余り好ましいものではない。池の海水の交流は南側

から一方的であり、全体に水深も浅く、干潮時にはカメの背が露出する等、換水は潮の干満

溌曲背甲長とは背に沿って半円をえがく甲長をいう。曲甲巾は背の中央で最大巾位置で背に沿
て半円をえがく甲巾をいう。
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によるだけであるので、海水は清澄でない。水深は満潮時約１ｍ、海水流入口が一番深

く１．５ｍである。親ガメは換水の良い深い流入ロに多く集まる。特に干潮時には蓄養池

内の水位が下り、海水が高温になるので流入口に重なって集まる。日中は主として池底

に静止することが多い。そして満潮時や夕亥|Ｌ夜間には蓄養池内を漉泳する。夕刻およ

び夜間における勝泳は時として産卵行動の準備である場合もあるようであるが、日中で

も蓄養池内の浅所へ上陸したり、池中で激しく勝泳し産,B真近いことを察知できる。

上陸から産卵穴を堀るまでの行動

産卵時刻については後述するが、産卵しようとするカメは、夕刻蓄養池に接続する産卵

場の波打際で、陸上の様子をうかがうような行動を示す。物音（自動車・人声等）や光に

対する反応は鋭敏で、これらの現象があるときには決して上陸しようとはしない。陸上が

静穏である場合には前肢をクワ状に砂に立て、後肢を砂に突張って、腹甲をすりながら上

陸する。進行距離は約１ｍ進んで５～１０秒休止し、その際大きく首を持ち上げ呼吸をす

る。その時に呼吸音がキュウ、キュウ、またはブーツ、ブーツと聞える。この反復によっ

て斜面を登り産卵場に到達するが、この間に光や物音があると警戒して池中に戻ってしま

う。これらのカメの動きを図２に示した、

無事産卵場の平担地に到着すると、場内を俳個して産卵場所を選定する。まず産卵穴を

堀る前に、四肢を用いて身体が入るような大きな穴（１凧深さ２０～５０c〃）を堀る゜

その際に前肢で砂を２～５ｍ後方に飛ばす。この穴は産卵穴が堀Dやすいように、また体

を安定させるためのようでもある。次に産卵穴を後肢で堀る゜直径は約５０～４０ｃｍ、深

さ５０～６０ｃｍ、タコ壷形である。穴堀Ｕの動作は次のとおりである。

１．片方（右とする）の後肢で人が手で堀るように砂を堀０，その砂を上に揚げる。

’１．右前肢で砂を掻き、左前肢で砂を押して体を左の方向に２０～５０度転換させ、穴堀

りを始めているちょうど上に左後肢がくるようにする。その時、堀D返して持ち上げた

右後肢の砂を外側にはね飛ばす。

iii・左後肢を穴に入れて砂をほじり、右後肢同様のことをする。

Ｍこの動作をくり返し、後肢がと>fかない深さで止める。

これ等の動作は非常に器用に行なわれる。砂をよく飛ばすので背から頭部まで砂がか＞

り、そばに近寄らないとカメの存在がわからないほどである。こうして産卵を開始するが、

産卵穴を堀り終らないうちに音・光等の外部刺激があると、穴堀Ｕを中止して池中に戻る

が、この際穴を埋めてから戻る。試み(こ産卵穴を堀る時に、静かに後方から近付き、穴堀

Ｕを手伝ってもカメが気がつかなければ産卵する。また産卵穴の砂質が悪い（石が多かつ

力

(2)

、

Ｐ

■
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たり、穴くずれしやすい等）場合は数ケ所に穴を堀り、最後に最適の場所を選んで産卵す

る。

7／７１１：５０ 7／７２：２０ 7／フノ２：５５

？

ロＩ

7方２０:００ 7／85:55
Z/１１２２： 5０7/（Tl2O：

Z/１２１９:５５ Z／１４２５:２２７/１６２２:５５

図２．上陸ガメの這廻つた跡

(3)産卵行動

産卵穴を堀Ｕ終って２～３分すると、尾を上下に大きく振って、腹筋の収縮によって排卵

するようである。卵は粘液と共に産卵穴に産み落される。排卵間隔は５～１０秒で、一定間

隔に１個ずつ産み、時には２個続けて産む場合や、５０秒位休止して産む場合もある。こう

して産卵が終ると大きく呼吸をし、２～５分後に穴埋めを開始する。行動は穴堀Dと逆であ

る。前肢で砂を後方に集め、後肢でその砂を穴に入れる。この繰り返しで穴を念入りにふさ

ぎ、産卵を終了する。このため産卵穴の前方約１５０c加位の所に親ガメが入れる位の穴（窪

地）ができる。漁業者は産卵穴に似せた偽穴というが、これはむしろ人間的考察であって、

産卵穴を埋めるために必然的にできた穴と考えてよいであろう。

なお、産卵が開始されてからは光・音に対する警戒心は全くなくなり、光をつけて観察し

ても､産卵が中断されることはない。

産卵終了後のカメが池中へ帰る状態は、上陸する時のように休み休みでなく、一気に海中

に向うことが観察された。

なお、産卵場内の産卵穴の位置は図ろのとおりいずれも囲いに沿った位置で、陸上の光・

音を遮ぎる位置にある。

･

●
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(4)産卵上陸頭数と時間、月令と潮汐との関係

６月２０日～７月２１日までに観察した結果では、蓄養池内の

…親ガメが夜間産卵に上陸した廷頭数は５６頭である。個体識別

はできなかったので日没から日の出まで同一カメが何回上陸し

ても一頭とした。また、同一カメが曰を異にして上陸しても一

頭とした。このようにして観察した結果は表２のとおりである。

１．上陸頭数

１晩に上陸した最高数は６頭。また、同一亀が１晩に上陸

した最高回数は５回であった。そして潮汐と月令との関係は

表２のように特にないようである。

トー－９，－ヨ １
Ⅷ
１ 夕

､

図５．産卵場内の産卵位置

表２．産卵行動の経過

産卵

頭数鶏-|旧の月|壼鬘
潮 千満

月日

6．２０

２９

時間｜潮位

２
２
０
４
８
９
９
７
７
２
９
２
５
６
２
９
２
４
７
５
９
５
７
９
７
０

５
０
２
５
５
０
５
５
４
５
５
．
５
０
１
０
０
０
５
５
３
４
１
３
４
０
２

’
’
’
’
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
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９
２
１
５
１
４
５
６
７
７
９
１
６
２
８
５
７
５
８
４
９
５
９
１
３

０
２
０
１
０
１
０
１
０
１
０
１
０
１
０
１
０
１
０
１
０
１
０
１
０
１

８
０
５
９
５
７
６
２
９
１
４
２

４
６
５
６
０
５
７
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●

５
９
０
Ｚ
８
０
ｇ
４
５
ａ
Ｑ
０
ａ
Ｚ
４
４
５
１
８
６
２
０
６
１
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０
５
５
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８
７
３
６
３
６
８
６
６
４
０
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０
０
０
０
７
９
７
９
８

４
９
８
８
９
９
１
５
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４
９

２
０
５
５
１
０
５
５
１
１
５

－
－
－
一
心
一
一
一
一
一
一
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７
６
０
７
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．
１
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６

７
５
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７
８
１
０
５
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５
５
４
０
５
５
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４
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一
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一
一
一
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満潮 干潮 上陸

頭数

産卵

頭数
旧の月

時間｜潮位 時間｜潮位

朋一Ⅲ ９
５
．
７
６
０
５
９
４
１
５
１
０
５
７
０

０
５
５
２
５
５
４
２
０
５
４
５
５
１
５

一
・
一
｜
’
一
一
ザ
一
一
｜
’
一
一
一
一
一

７
０
７
１
８
１
９
２
１
２
２
３
４
４
５

０
２
０
２
０
２
０
２
１
２
１
２
１
２
１

１
１
１
１
１
１

８
５

６
１
２
４
０
１
２
４
０

●
●

８
０
７
９
４
９
４
ａ
Ｚ
ｔ
２
９
ａ
７
０

０
１
０
０
１
１
９
０
８
０
８
９
８
９
９

５
８
５
６
７
４
４
２
９
５
６
４
９
６
８
９
５
８
７
２
４
７

４
５
２
５
０
１
５
５
４
５
５
２
１
１
５
３
４
５
５
５
２
５

一
’
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一

１
５
２
４
５
５
２
５
４
６
５
７
７
８
８
９
９
１
０
２
１
５

０
１
０
１
０
１
０
１
０
１
０
１
０
１
０
１
０
２
１
２
１
２

０

１２
１

ワ

１５
１

１４
０

１

１５
０

１

１６
０

１７ ０

１８ ０

７
６
５
６
４
９

２
２
４
０
５
５

－
一
一
一
一
－

１
７
２
８
５
８

０
１
０
１
０
１

９
９
●
■

６
６
８
２
１
４

９
９
９
０
０
０

１９
０

２０
２１

１
１

２１ ０

▼

||・上陸時間と産卵時間

産卵のため上陸する時間は２０時以隆夜明け前の４時５０分まで要あった。上陸カメ

の滞在時間を図５に示した。

産卵しなかったカメでは上陸後の音や光等の刺激によって直ちに帰海する場合や産卵穴

を堀って中止帰海するカメもあって２～６５分と巾がある。

産卵するカメの滞在時間は２００分～３６０分、平均２９５分と長い。また産卵時間は

５～４０分、平均２６分と短かい。

－１５－
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上陸カメの行動時間

産卵しないカメの滞在時間

産卵カメの産卵時間

〃滞在時間

1８１９２０

図４

『
已
亟

iii・産卵頭数

上陸頭数廷５６頭のうち、廷産卵頭数は１０頭で、１回産卵頭数は８頭、２回産卵頭

数は１頭であった。また、中途半端であるが５回産卵したものが１頭あった。

多回産卵した時の経過日数は、第１回の産卵から２回目の産卵までは１３日、１頭は
１９日、１頭は２１日経過していた。２１日経過したカメは日の出直前に産卵したが、

日の出のためか５個産卵後掃海し、４日後に海中に４５個産卵、２１日後に６５個産卵

したものである。

Ⅳ．産卵曰と産卵数

蓄養中の親ガメの産卵曰、産卵数は表５に示したとおりである。捕獲した上がりカメ

が産卵後捕獲されたものか、未産卵のまユ捕獲されたものかによって、次回産卵日数が

早くなったり遅くなったりするが、蓄養カメでは捕獲後ろ曰～２２日目であった。漁業
者は経験的に次回産卵は約１８日といっているが、これは同一ガメが産卵に上陸する日

数をいっているのである。

産卵数は正常と考えられるものでは６５～１４９個、平均１０７個である。今回産卵

施設内の採卵数は、正常にふ化場で産卵された数は９回９７１(風産卵中に中止したと

思われる卵５個．海中に産卵した卵４５個、天然卵１０９個で総計Ｍ５０個である。

夕

ぴ
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V・蓄養期間中の親ガメの体重変化

蓄養期間中には投餌は全くしていない。したがって親ガメは絶食状態でいるが、それ

ではどの位体重が減少するのであろうか。２０頭中５頭が１２～２６日間蓄養後、廃棄

・解体された。その際に体重を計っているので、その結果を表４に示した。この５頭の

カメのうち、５頭は産卵している。産出卵の重量を減少した体重から差引いてみたが、

特に産卵しないカメと産卵したカメとの違いは見出せない。１２日間に２５K,減量した

カメもいれば、２６日間に1.8K礼か減量しないカメもいるし、１４日間に１０K,減量

しているカメもいる。

●

［

表４蓄養中のカメの体重変化

iJWiriii■
廃棄日｜廃棄時体重《，捕獲時体重《，蓄養期間捕獲月日

一

４６．６．１０ ２６日 １１７１５ ７８

Z８１５ＺＯ２５6．１１

z８1５０．０１４6２４

６．２４ z１８１２５．０２４

z８１２ＺＯ１２6．２６

５０個の平均重量で計算した。

１０個の平均重量〃

（）内は卵重量を除いた重量※

;;i３６※

５）卵の形態

産出された卵は球形で真円に近く、柔らかく、外部からの圧力で容易に変形する。産出

卵と胎内卵の測定値（いずれも任意に１０個）を表５に示した。親ガメによって多少の違

いはあるが､Ｉいずれも平均卵径で最小４５５c〃、最大４．６５c川、平均卵重では最小４５．２

'、最大５５．９１であった。また/〃ｉｉｌＯの産出卵には卵径５．０８ｃｍ、卵重１８？という小

型の卵が１個あった。

胎内卵は産出真近なものであり、２頭それぞれの平均卵径は４．５６ｃｍ、４５９ｍ、平均

卵重は４６．５P、４４６’と産出卵と略同じである。

Ｐ

づ

－１８－



表５卵径と卵重産出卵と胎内卵（１０個測定）

平均｜卵重範囲’平均Ｉ備考

票Ｉｆ－Ｅ雲雲 ４５．２(牙）４．５０～4.45“ ４．５７(、） ４４～４６(？

4．５５ ４４～４７ ４５．５４．５２～4．４２１２

４５～５６ 産出卵4．６５ ５２．２４．５０～4．７５
⑰

１４

４６～４９4．４６

４．５４

４．５５～4．７０ ４Ｚ５１８

聟島産

脆１１

５

■

５２～５６ ５５．９４．４８～4．６５

4．５６ ４９～４９

５９～４７

４６．５

４４．６

４．４４～4．７２

胎内卵

4．５９４．５１～4．４９

４）埋卵

原則として産卵直後に卵をふ化場に移した。ふ化場は産卵

場に隣接し、１５”である。埋卵用の穴は直径４０１mﾘﾘZ、深さ

７０c〃で１頭分ずつ図５に示した標示板をつけて埋卵した。

親亀番号

埋卵年月曰

〃 イ固

ふ化予定月日

」表６．埋卵中の地中温度

気温に)｜，篶呂雲壽
③

１８時

５２．０

５２．０

５２．２

５２．２

５２．２

天候年月曰

４６．スフ

８

９

１０

１１

１５

１６

図５．埋卵標示板

①
①
①
①
①
①
①
①
。
①
①

５２．０

５２．０

５２０

５２．０

６
８
６
４
２
６
２
６
０
２

●

９
Ｚ
Ｚ
Ｚ
８
Ｚ
１
９
９
９

２
２
２
２
２
２
５
２
２
２

ア

の

５２．２

２
５
５
５
．
０
０

●
●
●
●
■
Ｂ

２
２
２
２
５
３

５
３
５
５
５
ろ

５
５
５
０
０

●
●
●
●
●

２
２
２
５
５

５
５
５
５
５

５２５

５２．５

５２５

５３．０

１７

１８

１９

５３．０２０ ２９２
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５）ふ化率とふ化日数

埋卵数１，１５０個中※、ふ化数は１１９頭であって、ふ化率は８８～４１．５冊、平均

１０．５妬と著しく悪かった。予定曰の過ぎた卵を堀０起してみると、卵はほとんど腐敗し

ており、発生途上のものは極めて僅かであった。

この原因はふ化直後山化場に運び埋卵作業までに卵の胚位置の移誉蒙著しかったもの
と推定される。ふ化日数は４７～４９日、平均４７K７日である。またふ化日数を知るため

ふ化場の１ｍ下の地中温度を測った。それぞれ時間を異にして数日間観測してみると、地

中温度は極端な変化がないようであるので１日１回の観測にした。埋卵中の地中温度の１

例を表６に示した、その平均温度は６月下旬では５５．０℃、７月上旬５１．９℃､中旬

５２．４℃、８月中旬５４．６℃、下旬５２２℃であった。

●

玉

表Ｚふ化日数とふ化率

腐敗数 ふ化率
一

４１．５(殉

経過日数｜ふ化数産卵数｜ふ化日産卵曰

７４(御５２個）

lｊＩ１
昭和４６．６．２o

zろ

川
１１．６

〃

１９６

引卜
ス５

２０．２

２２日
Ｐ

:｜｝,､
８月２１日

２２日上

１０２〃

8.8

③

４０．０５２２２日５〃

６）ふ化時刻

ふ化場内で、ふ化した仔ガメが砂中より現われる時刻は１９時５０分～１時までの間で、

※１，１５０個は調査員が採卵したものである。この他に調査員の不在中に４回、２６１個が埋卵
されたがふ化せずに腐敗した。この２６１個については産卵日が不明なので資料から削除した。

瀬兼東京大学農学部助教授平野礼次郎氏の御教示を得た。

－２０－



２０時５０分～２１時５０分の間にピークがある。

７）仔ガメの成長、その他

ふ化した仔ガメの体型は８月６日生れては平均甲長４．９４c瓜平均体重２６．４？、８月

２０日生れの仔ガメでは平均甲長４８５c爪平均体重２４．２ｃｍで小型であった。

表８．飼育期間中の測定結果
Ｐ

尾数(割備考体重範囲（の平土倉Ipmz）甲長範畦､０年月曰

昭和４６．８６

８．１５

８．２５

８．２０

１６

９２４

１０．４

１０．１４

１０．２４

５尾測定（ふ化曰）

全数”

〃

１０尾測定（ふ(上日）

全数測定

〃

２
５
２
５
９
０
８
５
２
５

５
４
４
２
０
０
９
９
５
２

１
１

４
６
２
２
５
６
１
８
０
５

●
●

６
２
２
４
９
Ｚ
９
Ｚ
９
Ｚ

２
５
４
２
５
６
７
８
９
９

、
、
、
、
０
印
四
則
印
加

０
８
０
５
０
２
２
５
６
８

５
５
５
２
６
１
１
１
１
１

｝
一
一
一
一
一
一
一
一
｝

０
０
０
０
０
０
０
０
０
０

４
５
２
５
４
５
Ｚ
１
６
０

２
２
５
２
２
２
２
４
７
４

４
９
８
５
４
５
５
２
９
２

９
５
９
８
８
９
５
８
５
２

４
５
５
４
５
６
Ｚ
Ｚ
８
６

２
８
４
１
５
６
９
２
７
５

５
５
６
５
Ｚ
８
８
２
０
８

１

ト
ト
ト
ト
ト
ト
ト
ト
ト
ト

４
５
５
４
４
４
４
３
Ｚ
４

●

〃

〃

標識放流

放流残〃

※寄形個体

これらの仔ガメは区別しないで、当初、陸上の海水プールで、止水で２～５日毎に換水

して飼育したが、後に眼病が出たので海に移し（９月２６日）、生賓内で飼育した。餌料

はマアジ．サワラ・その他の魚肉で、体重の５拓給餌した。餌料は水面直下に４ケ所垂下

した。海の生賓に移してからは、垂下と撒餌の両方法で１日に５回給餌した。飼育中、約

１０日毎に測定した結果は表８，図６に示したとおりである。

８）奇形

昭和４７年１０月４日に測定したふ化した仔ガメに次のような奇形がみられた。

背骨が左右いずれかに曲っている５頭

両眼欠損Ｍ

片眼欠損１”

下顎が上顎より突出１”

－２１－



背甲板数の異常４２頭

これらの奇形は主として背甲板数

の異常個体で、これに眼の欠損・背

骨の歪曲・下顎の突出が加わってい

る。奇形総数は１０２頭中４６頭で、

出現率は４５筋に達した。このよう

な高い奇形率は採集から埋卵までの

処理およびその埋卵状況がふ化率の

低下と一連の関'係を有して出現した

ものと推定される。

奇形中最も多い背甲板数の異常に

ついてみると、図７のとおり、正常

な背甲板数は椎甲板５枚、左右肋甲

板各４枚で合計１５枚であるが､椎甲板

では正常より少ない個体はなく、１～

２枚多い個体が２６頭､左肋甲板では

正常より１枚少ない個体は２頭､１～

５枚多い個体は２７頭、右肋甲板で

は正常より少ない個体は２頭、１～

５枚多い個体は２２頭である。これ

らを総合した背甲板数が正常より１

枚少ない個体は５頭、１～７枚多い

個体が５９頭である。なお、縁甲板

数はすべて２５枚で正常であった。

９）標識放流と採捕

（１）仔ガメの放流

Ｐ

(、

（甲長）

A,,llll
１

●

日
、－'

６１５２０２３６２４４１４２４ 夕

図６．仔ガメの成長

飼育した仔ガメに標識を付した。標識はチタン合板で、海水の腐蝕に耐えるもので、

形状は別図のとおり長径Ｚ４ｃ庇、重量０１'である。この標識を仔ガメの左縁甲板中央

（前方から５～６枚目）差し込み、腹側まで通し、折り曲げた。標識付を行なってから

１０日後に大きな体力のある個体５２頭を１０月２４日父島二見港内黒岩より放流した。

放流カメの甲長・体重組成は図８に示した。その平均甲長は８．５９c加、平均体重は９９

'であった。残りの２５頭はその後１１月上旬の時化により生費が沈下した鼻め逃亡し
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た。自然放流したことになる。

HBI」

７
６
５
４
５
２

個
体
数

６

数
数
数

板
板
板

甲
孵
孵

椎
左
右

５５５５５５５５６６６６６７７７７７７７７７５

５４４４５５６７４４５５５４４４５５５６６７４

４５５６４５５７４５４５７４５７５４５４５６４

総背甲板数１２１２１４１５１４１５１６１９１４１５１５１６１８１５１６１８１５１６１７１７１８２０１５

鰯正常個体

□異常個体

図７背甲板数の変異

(2)親ガメの放流

聟島列島で産卵観

察した親ガメ１頭と

末成ガメ（ウエント

ル）１頭を採捕して

標識放流した。標識

を持参しなかったの

で、椎甲板の後端
守

（５番目）に亥|I印し

た。短期間の採捕に

は役に立つと思われ

る。

表：ＢＯＮＬＩＳ・ＪＡＰＡＮ

裏：１７１．Ｎ０．１～７７

(頭）

５０

（甲長）

Ｎ：５２

２０

１０
日

７８９１０１１伽）圃
汕

Ｉ

(体重）

１０

６０８０１００１２０１４０１６０180（９）

図８．標識放流仔ガメの甲長・体重組成
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表９親ガメの標識放流

i薑三FF:干雲ij=FiF訂零種P莚｢苧F享鳫:ＦｉＺｉｉ事=二盃昭和
４６.Ｚ１４ ８８．０北の島

聟島大浜

９１．５
北の島

１９７１．７月４７ＬＯ５２７〃ヌ１３〃〃〃

、

(3)再捕例

採卵に用いた親ガメ中に、戦前に放流したと思われる個体が２頭あった。その中の１

頭は明らかに人為的に傷付けられた欠刻があり、他１頭は左後肢内側に三角形の久刻が

ついている。これらの欠刻が戦前の標識放流とすれば、１頭は昭和１２年放流でろ４年

を経過したもの、他の１頭は大正１２年、または昭和７年のいずれかであって、大正

１２年とすれば４９年、昭和７年とすれば５９年経過していることになる。

Ｉ

表１０再捕された標識ガメ

士雷ｌ縄〕fi年謝
又ｂ

Ｊ方し

４弓｜用文献

１）倉田洋二・広瀬泉１９６９アオウミガメの増殖経過と実績、小笠原水産開発基

礎調査報告、東京都出版物通千Ｍ２０８

２）近藤康雄１９６８アカウミガメ徳島県日和佐海岸における生態研究の記録

凸

■

－２４－



父島・母島列島近海夏季の漁海況

石川吉造

（大島分場）

１．はしがき

漁業調査監視船“興洋”は小笠原諸島返還以来、監視船としての役目を果してきたが、今後調

査船としての任務を果すため、その－手段として漁海況調査を継続的に実施できるよう乗組員の

指導を主眼として、父島・母島列島夏季の漁海況についての調査を行なった。その結果について

報告する。

，

２，方法と経過

昭和４６年７月６～２６日わたってそれぞれ次のとおり実施した。

１）海況調査

４６．Z６日（火）観測器具の点検整備を行なった。

（捲揚機ワイヤー、転倒採水器、転倒温度計、メッセンジャー、傾角度板、棒状温度

計、水色計、透明度板等）

４６ズ７日（水）観測用捲揚機の取付、測深ワイヤー取替、注油等の整備を行なった

後、観測方法を説明し、観測時の人員配置および分担を決めた。

４６．Z９日（金）父島西沖において観測の海上実地指導を延５回にわたり実施した。

４６．ス１０日（土）父島西沖のｓｔ妬６およびｓｔ･妬１において正式な観測とまっ

たく同じ方法で観測した。

４６．Z１２日（月）海洋観測定点図に基づき父島周辺、ｓｔ、ﾉﾘZil～６の６測点にお

いて各種海洋観測を実施した。（図１表１）

４６．Z１５日（木）母島周辺、ｓｔ･厳７～１２のろ測点において各種海洋観測を実

施した。（図1.表２）

４６．Z１７日（土）海洋観測の調査結果資料について、その整理方法を指導し、併せ

て、これら調査結果を早急に地元漁民に周知せしめるよう、別紙「小笠原周辺海況速

報（案）」を作成し、今後、毎月の調査結果を地元漁民に広報せしめる目安とした。

２）漁場調査

４６．７１１６日（金）漁場調査の方法について検討した。

４６．７Ｌ２２日（木）最初に父島列島東側を調査すること〉し、その具体的調査方法と

⑤
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各人の調査分担を決定した。

４６．７Ｌ２５Ｂ（金）父島列島東側の「漁場調査区分ⅢI」において魚群探知機による

海底地形及び魚群の分布状態を調査した。（表５．図２）

４６．Ｚ２６日（月）漁場調査の調査結果資料について整理方法を指導するとともに、

今後、同様方法で調査を継続し、周年にわたる資料を蓄積するよう指導した。

，

結果

１）海況調査

４６年７月１２日父島周辺、１５日母島周辺の海況調査を実施した結果を取りまとめると表

１．２，図４－１～６のとおりである。

（１）海流

父島周辺と母島周辺では観測日に５日間の違いがあるので、同一視はできないが、概略と

して父島周辺では南東部（ｓｔ･ﾉﾘＭ～６）でＮ流が１～２ｋｔ、南西部（ｓｔ・ﾉﾘＥ１０）

でＢ流が１ｋｔの弱流が観測された。

全体としてこの時期には、ほぼ一定した弱い北上流が流去しているものと思われる。

（２）水温

表面水温分布では、母島東部で５０℃台を示し、最も高く、反対に父島西部では２７℃と

低く、東に高く西が低い傾向を示している。

しかし、５０ｍ層水温では父島南西部のｓＭＺｉ６で２５℃台の高水温部があり、表面水

温分布とは逆の傾向を示している。

１００ｍ層水温では父島北東部で２０℃台の高水温が分布しているが、その他は目立った

変化はなく、１５０ｍ層、２００ｍ層において再び表面と同様の傾向を示し、母島南東部が

高く父島北西部に低い傾向を示している。

全体として、当海域は海流が比較的弱いためか、水温の傾斜が少ない変化のあまりたい海

況を示している。

（３）水色・透明度

水色は父島、母島列島東側でほぼ２を示し、西側では島影が５、その他は２を示した。

透明度は父島南東部の８ｔ、妬７で最高の５７ｍを記録し、その他の測点ではほぼ５０ｍ前

後であった。

これら水色・透明度の数値からも小笠原海域が如何に餌料生物の少ない図いわゆるきれい

な”海域であるかがうかがえる。

２）漁場調査

７月２３日、父島列島東沖を図５のとおり魚群探知機によって調査した。調査に当っては、

3，

、

凸

ヴ
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「興洋」の航海速力をほぼ一定に保つよう努め，各折返点では三点両角法により各物標の角

度を測定し、各折返点間の航海時間も併せて測定した。（表ろ図５．５．６．Ｚ）

この測定結果により、海図上に航跡図を作成し、一方、魚探記録紙から各折返点間の水深

の変化を読み取って記入した。（図５）

その結果、まず海底地形については沿岸部の水深１００ｍより浅い所では非常に起伏が激

しく、ほぼ完全な岩礁地帯であることが考えられる。

次に１００ｍ以深では、割合なだらかな傾斜を示し、２００ｍ以上になると急激に落ち込

んではいるが、起伏はあまりなく、なだらかに傾斜している。

海底地形と魚群集合状況との関係では測点/nR5からﾉﾘZ;６にかけての〃５近くで底魚魚群の

反応があり（図５）、更に肥１０～１１間でも（図７）多少の反応がみられたが、それ以外

では魚群の発見がほとんど確認出来なかった。

総体的には、父島列島東沖の水深１００～２００ｍ付近では海底の起伏があまりなく、平

坦な傾斜になっている。しかし、東島および孫島東沖の水深１５０～２００ｍ付近で魚群の

集合状態が確認されたことから、１５０～２００ｍ付近の海域を詳細に調査すれば、なお一

層、効果があがるものと思われる。

Ｐ

ロ

４むすび

今回の指導では小笠原支庁の協力により一応の成果をあげたが、調査に使用した「興洋」はそ

の建造目的が漁業取締であるため、船質がＰ．Ｒ･Ｐ製で船体が軽量であり、しかも作業甲板が

狭少であるので、洋上作業の場合には横揺れが非常に激しく作業が困難であった。また、風圧に

より流されるなどの問題があった。

長期にわたって継続的に実施するとすれば、これらの問題を解決しなければ、労多くしてその

成果は期待できない。そのためには専門の調査船が必要と考えられる。

今後の課題

海況調査および漁場調査とも１～２回の調査で終了しては特定時期の断片的な資料となりその

効果は少ない。周年の資料が長年にわたって蓄積されることにより、初めてその目的が達成され、

地元漁業の合理的・効果的な操業に役立つものである。

したがって、長期にわたって計画的に継続できる施策を講じなければならないが、その具体的

な調査計画として軍次のとおり「調査要領」を定めた。

△
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調査要領

１）海況調査

（１）調査期間

（２）調査区域

（３）調査船

（４）調査内容

周年、継続して毎月１回、定期的に実施する。

図５のとおり直接、漁業に影響をおよぼす海域に観測定点を１２点定めた。

漁業取締船「興洋」（４５トン、５００馬力）

各定点において、次の調査項目について実施する。

水温および比重（０，５０，１００，１５０．２００ｍの各層）、透明度、

水色、流向／流速、その他一般海象および気象観測。

つ

漁場調査２）漁場調

（１）調査期間

（２）調査区域

周年にわたって、毎月できるだけ多く実施し、資料の収集に務める。

父島列島および母島列島周辺の水深１００～５００ｍ付近海域について実

施するが、「興洋」の本来業務もあるので、当分の間、図６の６区域につい

て実施する。

漁業取締船「興洋」（４５トン、５００馬力）

調査区域内の海底地形および魚群の分布状態等を魚群探知機により２浬間

隔に精査し、海底地形図および漁場図を作成する。

具体的には図６に示すとおりとし、その区分名称を次に示す。

１．父島列島東側２父島列島西側５．父島列島北側

４．父島列島南側５．母島列島北側６．嫁島南側

(3)調査船

(4)調査内容

▲

￣
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表１．父島周辺の海洋観測結果（Ｓ、４６．７１１２）

JlJiijlil
示度（主）番号｜示度（副）

天気｜気圧｜海流｜透明度風

ＮＷ／１ｋｔ ２５ｍ１，０１６.OｍｂＮＢ／１ Ｃ

●

２５．５７

１８．１０

１７Ｌ７６

１z４８

０
０
０
１

０
０
０
０

一
一
一
一

５
６
８
２

２５．１

２２．８

２２．５

２１．８

Ｔ２５５

１２５５

１２５２

１２５４

海流 透明度水深

－０．０７

－０．１１

２１．７０

１８．５０

透明気圧水深Ｉ風｜天気

２０．１５

１７４２

１６．９４

１６．２５

６
１
８
５

０
１
０
１

０
０
０
０

’
一
一
一

２５．０

２２．７

２２．１

２０．８

透明.．

２４０

０
０
１
１

●
●
●
●

０
０
０
０

－
一
一
一

２
２
２
２

１
１
１
１

１２５４

１２５２

１２５５

１２５５

２２．２０

２０．８０

１Z８２

１Z５５

５
６
０
０

Ｊ
Ｊ
ｊ
ｊ

０
０
０
０

７
７
７
７

２５．４

２５．５

２２．５

２２．２
▲

透明気圧

１０１６．０ ＮＷ／５

６
９
１

２１．６９

２０．０７

１８．２５

０
０
１

●
●
●

０
０
０

一
一
一

２４．１

２４．０

２５．２

１２５４

１２５５

１２５２

風｜天気

４
１
８
５

０
１
０
１

●
●
●
●

０
０
０
０
，

－
一
一
』
一

２０．０９

１９３０

１ズ９９

１z４１
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表２．母島周辺の海洋観測結果（４６．z１５）

《ﾆﾔｰ廷ﾆﾙﾆ
温度計

更正値 水温
番号｜示度（副） 示度（主）

水深’風 天気ｌ気圧 海流 透明度

LJlJLlJfjJL
ＮＷ／１ Ｎ／２６００ Ｂ 1０１５．０

６
６
６
６

９
１
１
５

０
１
１
１

●
●
●
■

０
０
０
０

’
’
一
一

１２５５

１２５２

１２５５

１２５４

２５．２

２５．９

２５．８

２３５

２１．１９

１８．８１

１Ｚ７４

１Ｚ１８

■

２４．５

２５．０

２４．５

２４．７

５
５
５
５

６
０
６
４

０
１
１
１

０
０
０
０

一
一
一
一

１２５２

１２５５

１２５５

１２５４

２２．１１

１８．５５

１z２９

１Z８５

天気｜気圧

５
９
１
９

０
０
１
０

０
０
０
０

’
’
’
一

水深
一

４１０

風一Ｍ

２０．７０

１８．９０

１Z６１

１Ｚ４１

９
１
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表５．父島周辺漁場調査基点

物標および右角物標および左角

:=:＋;窯 南島南４５０ｍ８時５４分

〃

父島東一孫島中心

１ざ５６′

東島西一孫島中心

１９。０７′

父島北一東島東

２７．１７'

父島南一父島東

４ざ２５′
９ｈｌ８ｍ１

父島南一束島西

６ず２２’
９ｈ２２ｍ２

父島東一父島北

８２。５２'
９ｈ２９ｍ５

東島東５００ｍ９ｈ５９ｍ４

父島北一弟島北

３８。５７'

父島東一父島北

４５°０５'
９ｈ５５ｍ

→９ｈ５８ｍ

⑱

５

兄島北一孫島東

２７。５５'

父島東一兄島北

５５。５６'
ｌＯｈｌｌｍ６

兄島北一孫島東

６０．１２'

兄島北一弟島北

７４°５６’

兄島北一弟島北

２６。３５′

兄島北一弟島北

２４．１６'

兄島東一兄島北

１０９．２０'
ｌＯｈ５０ｍ７

兄島東一兄島北

５５。００'
ｌＯｈ４０ｍ８

兄島東一兄島北

４２。４８ノ
ｌＯｈ５９ｍ９

父島東一兄島北

５６．５９'
ｌｌｈＯ６ｍ１０

ろ

孫島東５７０ｍｌｌｈ５０ｍ１１

◆

－５２－
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〔別紙１〕

小笠原周辺海況速報（案）

小笠原支庁水産係

漁業取締船「興洋」により小笠原周辺の海況（水温分布、流向、流速、透明度等）を７月１２日

父島周辺、１５日母島周辺で調査しました。その結果は次のとおりです。

1．表面水温分布

母島列島東沖では５０℃台の高水温であり、一方父島列島西沖で２７℃の低水温を示していま

す。全体としては東が高く西が低い傾向にありました。

２５０ｍ層

父島南西沖で２５℃台を示し高水温である他は、全般に２０～２２℃台でありました。

５．１００～２００ｍ層

１００ｍ層水温では父島列島北東部で２０℃台の高水温域がある他は全般に１８～１９℃台で

ありました。その他、１５０ｍ、２００ｍ各層とも表面水温とほぼ同様に東に高く西に低い傾向

グ

を示していました。

４海流

海流は調査期間中は各測点付近でＮ流が卓越し、流速は１～２ノット程度でありました。

り

－５７－



表面水温分布図〔別紙２〕海流図
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父島二見港内水温定地観測

1．目的

海況の変化を調査し、各種漁業指導、試験研究の基礎資料とする。

２観測担当者

小笠原支庁産業課水産係

5．観測経過

１）観測場所父島二見港内大村防波堤突端（青灯台下）

２）観測時間昭和４６年１月１日～１２月５１日の毎日午前９時００分

５）観測器具棒状水温計（５５℃計）、表面採水器

4．観測結果

４６年は前半の１～５月は４５年、平年より１～２℃程度低く経過し、６月頃からようやく平

年より高目となった。７月は高く２７℃台にないその後８～９月はほぼ平年と４５年の間、

ゲ

１０月以降は平年並みで４５年より高目に経過した。
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図

昭和４６年月別水温の平年差及び前年差
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や

図－２昭和４６年月別水温変化
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表－１定地観測水温

温

。
水

年月

前年差月平均上旬｜中旬 下旬
８
２
２
２
５
２
１
８
５
６
９
５

ｔ
２
ｔ
１
ｔ
ｔ
ｏ
０
０
０
ｔ
ｔ

一
一
一
一
一
一
十
一
一
十
十
十

Ｉ
ｌ
１
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
－
ｌ
ｌ
１
Ｉ
ｌ
Ｉ
－
Ｉ
１
Ｉ
Ｉ
Ｉ
－
Ｉ
ｌ
１
－
Ｉ
－
Ｉ
－
ｌ
Ｉ
ｌ

４
４
７
５
７
９
５
９
５
８
１
４

９
８
８
０
ｔ
４
Ｚ
６
Ｚ
６
５
２

●
●
●

１
１
１
２
２
２
２
２
２
２
２
２

月１
２
５
４
５
６
７
８
９
０
１
２

年
１
１
１

６４

￣

(注）平年水温は１１ケ年平均値（大正７年～昭和５年）
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